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  本書は混相流の数値シミュレーションの入門書として，基本的には流体力学の教科書的記述を旨

とし，分離技術(あ るいは操作)への応用を想定し，いくつかの応用例を著者らの研究上の実績に基

づいて紹介したい．ただ，混相流でも相変化(沸騰，昇華，液化，固化など)を 伴わない，流体と粒

子，気泡，液滴などの混合物を対象としている． 
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